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AXIS BodyWorn Liveとは

AXIS Body Worn Liveを使用すると、装着式カメラのユーザーは、Wi-Fi® またはモバイルネット
ワーク経由でライブビデオとオーディオをストリーミングできます。オペレーターはライブ映像
を見ることができます。ビデオストリームは安全な送信のために暗号化されます。

AXIS BodyWorn Liveを設定する際、2つのホスティングオプションがあります：

HHoosstteedd bbyy AAxxiiss – Axisクラウドでホストされます。

SSeellff--hhoosstteedd – ご自身でホストします。

このマニュアルは、セセルルフフホホスストトオプションの設定と使用に役立ちます。ここではカスタム設定
について説明しますが、設定はVMS(ビデオ管理ソフトウェア)によって異なります。詳細について
は、VMSのドキュメントを確認してください。

その他のオプションの設定手順については、AXIS Body Worn Live, Axis-Hosted ユーザーマニュア
ルを参照してください。

ソリューションの概要

1 装着式カメラ
2 Peer-to-Peer (P2P) ストリーミング (暗号化)
3 WebRTCクライアント
4 WebRTCシグナリング。
5 AXIS Body Worn Live, Self Hosted Serverデバイス
6 AXIS Body Worn Liveセルフホストサーバーアプリ

AXIS Body Worn Live Self-hosted Serverアプリ (6) がAXIS Body Worn Live, Self Hosted Serverデバイ
ス (5) にインストールされています。これは、装着式カメラ (1) とWebRTCクライアント (3) の間で
WebRTCシグナリング (4) を設定するために使用されます。接続が確立されると、装着式カメラは
暗号化されたピアツーピア接続（2）を使用して、ライブビデオをWebRTCクライアントにスト
リーミングします。

AXIS W401 Body Worn Activation KitまたはAXIS D3110 Mk II Connectivity Hubのどちらかを
AXIS Body Worn Live, Self Hosted Serverデバイス (5) として使用できます。

AXIS Body Worn Live, Self Hosted
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ネットワーク推奨事項

これは、プロフェッショナルなセグメント化されたネットワーク設定の一例です。この例のよう
に、ネットワークをインターネットに接続する必要はありません。ネットワーク設定のサポート
については、IT管理者にお問い合わせください。

1 Wi-Fiに接続された装着式カメラ
2 ストリーム視聴用クライアント
3 システムコントローラー
4 ビデオ管理ソフトウェアサーバー
5 AXIS Body Worn Live, Self Hosted Serverデバイス
6 ネットワークインフラストラクチャーサービス
7 ゲートウェイ/ファイアウォールソリューション
8 インターネット（インターネット接続ネットワークのみ）
9 モバイルネットワークに接続された装着式カメラ（インターネットに接続
されたネットワークの場合のみ）
10 異なるネットワークセグメント

推推奨奨::

• Wi-Fiを使用する場合は、IEEE 802.11k/v/rおよびWPA2-Personal/WPA2-PSKに対応している
アクセスポイントを推奨します。

• 必要に応じてネットワークをセグメント化します (この例では4つのセグメント – 10)。装着
式システム (システムコントローラー – 3、ビデオ管理ソフトウェアサーバー – 4) は別のセ
グメントにあります。

• 推奨される最低限のネットワークインフラストラクチャサービスは、DHCP、DNS、および
NTPサーバー（6）です。

• ネットワークがインターネットに接続されている場合、AXIS Body Worn Live, Self Hosted
Serverデバイス (5) は、パブリックIPv4アドレスから到達できる必要があります (CGNATな
し)。

• ネットワークがインターネットに接続されており、モバイルネットワークに接続された装
着式カメラを使用する場合、AXIS Body Worn Live, Self Hosted Serverデバイス (5) に適切な
DDoS緩和策 (ゲートウェイ/ファイアウォールソリューション - 7) が適用されている必要が
あります。

• 証明書要求に署名するための証明機関へのアクセス。
• 装着式カメラ1台あたり2.5 Mbps (360p 解像度) または8 Mbps (720p 解像度)に対応するイン
フラストラクチャー。

ネットワーク要件

以下にはポートフォワーディングおよび/またはファイアウォールの設定が必要です。

• 装着式カメラおよびビデオ管理ソフトウェアのAXIS Body Worn Live Self-hosted Serverアプ
リへのアクセス

AXIS Body Worn Live, Self Hosted
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• 装着式カメラビデオ管理ソフトウェア間のピアツーピア通信

重要
ピアツーピア通信が不可能な場合、デバイスはアプリのTURNサーバーを使用しますが、これは
お勧めしません。詳細設定の [[RReellaayy eennddppooiinntt ppoorrtt rraannggee ((リリレレーーエエンンドドポポイインントトポポーートトのの範範
囲囲))]] は、装着式カメラとビデオ管理ソフトウェアの両方について、どのポートがアプリのTURN
サーバーに開放されるのかを制御します。

AXIS Body Worn Live, Self Hosted Serverデバイスから見たインバウンドポート:

接続 ポート番号 説明

1 TCP 8082 装着式カメラがアプリに存在
を知らせるために使用する。

1 TCP/UDP 3478 装着式カメラがアプリからパ
ブリックIPを取得するために
使用する (STUN)。

1 TCP 8883 装着式カメラがその位置情報
や状態などのMQTT情報をアプ
リのMQTTブローカーに送信す
るために使用する。

2 TCP 443 ビデオ管理ソフトウェアがア
プリと通信するために使用す
る (通知およびイベント)。

2 TCP/UDP 3478 ビデオ管理ソフトウェアがア
プリからパブリックIPを取得
するために使用する (STUN)。

装着式カメラから見たアウトバウンドポート:

接続 ポート番号 説明

3 TCP/UDP 49152–65535 (エ
フェメラルポートの範囲)

詳細設定の [[HHoosstt eennddppooiinntt
ppoorrtt rraannggee ((ホホスストトエエンンドドポポ
イインントトポポーートトのの範範囲囲))]] は、装
着式カメラがピアツーピア通
信に使用するポートを制御し
ます。

制限事項

カメラ接続は IEEE 802.1x、IPv6、プロキシーに対応していません。

AXIS Body Worn Live, Self Hosted
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使用を開始する -ガイド付き設定

装着式システム、AXIS Body Worn Live, Self Hosted Serverデバイス、およびPCがすべて同じネット
ワークに接続されている場合、ガイド付き設定が可能です。ガイド付き設定では、カメラがスト
リーミングにモバイルネットワークではなくWi-Fiネットワークを使用する必要があります。

ガイド付き設定を開始する:

1. AXIS Body Worn Live, Self Hosted Serverデバイスが新品ではない場合は、デバイスを工場出
荷時の設定にリセットします。手順については、help.axis.comにあるデバイスのユーザー
マニュアルを参照してください。

2. デバイスを最新のAXIS OSバージョンにアップグレードします。
3. シシスステテムム>>ネネッットトワワーーククに移動し、静的IPアドレスを割り当てます。
4. AXIS Body Worn Liveセルフホストサーバーアプリのインストール, on page 6

5. スイッチを使用して、AAXXIISS BBooddyy WWoorrnn LLiivveeセセルルフフホホスストトササーーババーーアプリを起動します。

6. アプリを開きます。
7. [[GGuuiiddeedd sseettuupp ((ガガイイドド付付きき設設定定))]] を選択します。
8. 装着式システムのホスト名、ユーザー名、およびパスワードを入力します。
9. 続続行行をクリックします。
10. AXIS Body Worn Managerに移動し、Wi-Fiネットワークを割り当てます。手順については、
Wi-Fiネットワークを割り当てる, on page 7を参照してください。

注
ライセンスを追加すると、評価期間終了後もソリューションを引き続き使用できます。装着式
システムを追加したい場合、ガイド付き設定を再度使用することはできません。

AXIS Body Worn Live, Self Hosted

https://help.axis.com
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使用を開始する -手動設定

AXIS Body Worn Liveにライブストリーミングするには、以下の手順をすべて実行する必要があり
ます。

1. AXIS Body Worn Managerにシステムコントローラー設定ファイルを作成する, on page 6

2. AXIS Body Worn Live, Self Hosted Serverデバイスを準備する, on page 6

3. AXIS Body Worn Liveセルフホストサーバーアプリのインストール, on page 6
4. AXIS Body Worn Live, Self Hostedを設定する, on page 6
5. AXIS Body Worn LiveとAXIS Body Worn Managerの接続, on page 7
6. ライセンス, on page 7

AXIS BodyWorn Managerにシステムコントローラー設定ファイルを作成する

1. AXIS BodyWorn Managerで、アアドドオオンンササーービビスス に移動します。
2. AAXXIISS BBooddyy WWoorrnn LLiivveeで、セセルルフフホホスストトをクリックします。
3. [イインンスストトーールル] をクリックします。
4. 証証明明書書のの有有効効期期間間に、ファイルの有効期間を日数入力し、次次へへをクリックします。
5. シシスステテムムココンントトロローーララーー設設定定フファァイイルルで、ダダウウンンロローードドをクリックして、システムコン
トローラー設定ファイルをダウンロードします。

AXIS BodyWorn Live, Self Hosted Serverデバイスを準備する

AXIS W401 Body Worn Activation KitまたはAXIS D3110 Mk II Connectivity Hubを使用して、
AXIS Body Worn Live Self-hosted Serverアプリを実行します。

1. デバイスが新品でない場合は、工場出荷時状態に初期化してください。手順については、
help.axis.comにあるデバイスのユーザーマニュアルを参照してください。

2. デバイスを最新のAXIS OSバージョンにアップグレードします。

AXIS BodyWorn Liveセルフホストサーバーアプリのインストール

開開始始すするる前前にに

axis.com/products/axis-body-worn-liveから、AXIS Body Worn Live Self-hosted Serverアプリをダウ
ンロードします。

1. AXIS Body Worn Live, Self Hosted Serverに使用するデバイスで、[AAppppss ((アアププリリ))] に移動し
ます。

2. [AAdddd aapppp ((アアププリリのの追追加加))] をクリックします。
3. アプリをドラッグアンドドロップし、イインンスストトーールルをクリックします。

AXIS BodyWorn Live, Self Hostedを設定する

1. AXIS Body Worn Live, Self Hosted Serverを実行するデバイスで、[AAppppss ((アアププリリ))] に移動し
ます。

2. スイッチを使用して、AAXXIISS BBooddyy WWoorrnn LLiivveeセセルルフフホホスストトササーーババーーアプリを起動します。

3. アプリを開きます。
4. [[MMaannuuaall sseettuupp ((手手動動設設定定))]] をクリックします。
5. サーバーデバイスのパブリックIPv4アドレスまたはホスト名を入力します。
6. 設設定定のの適適用用をクリックします。

AXIS Body Worn Live, Self Hosted

https://help.axis.com
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AXIS BodyWorn LiveとAXIS BodyWorn Managerの接続

1. AXIS BodyWorn Liveセルフホストサーバーアプリの設定で、BBooddyy WWeeaarr SSyysstteemmss に移動
し、追追加加をクリックします。

2. フファァイイルルをを選選択択をクリックし、AXIS Body Worn Managerで作成したシステムコントローラ
設定ファイルを選択します。

3. [追追加加] をクリックします。
4. ライブセルフホストサーバー設定ファイルをダウンロードします。

5. AXIS Body Worn Managerで、[[AAdddd--oonn sseerrvviicceess ((アアドドオオンンササーービビスス)) ] >> [[AAXXIISS BBooddyy
WWoorrnn LLiivvee]] に移動します。

6. [IImmppoorrtt ((イインンポポーートト))] をクリックします。
7. ライブセルフホストサーバー設定ファイルを選択します。
8. ストリーミングにWi-Fiを使用する場合は、Wi-Fiネットワークを割り当てる, on page 7の手
順に従ってください。

9. ストリーミングにモバイルネットワークを使用する場合は、設設定定>>カカメメララ>>モモババイイルルネネッッ
トトワワーーククに移動して設定を構成します。

10. カカメメララププロロフフィィーールル>> AAXXIISS BBooddyy WWoorrnn LLiivveeに移動して、スストトリリーーミミンンググを許可します。

11. ストリーミングにWi-Fiを使用する場合は、ワワイイヤヤレレスス接接続続をクリックしてネットワークを
選択します。

Wi-Fiネットワークを割り当てる

1. AXIS Body Worn Managerで、[[SSeettttiinnggss ((設設定定))]] >> [[CCaammeerraa ((カカメメララ))]] に移動します。
2. [[WWii--FFii® nneettwwoorrkkss ((WWii--FFiiネネッットトワワーークク))]] で [[AAdddd ((追追加加))]] をクリックします。
3. Wi-FiネットワークのNNaammee ((SSSSIIDD)) ((名名前前 ((SSSSIIDD)))) とPPaasssswwoorrdd ((パパススワワーードド))を入力します。
4. [追追加加] をクリックします。

5. [[CCaammeerraa pprrooffiilleess ((カカメメララププロロフファァイイルル))]] に移動します。
6. Wi-Fiネットワークの割り当て先のカメラプロファイルを選択します。
7. [[WWiirreelleessss ccoonnnneeccttiioonn ((ワワイイヤヤレレスス接接続続))]] パネルを展開します。
8. カメラプロファイルに割り当てるWi-Fiネットワークを選択します。

ライセンス

AXIS Body Worn Live, Self Hostedのライセンスを付与するには、システムファイルをエクスポート
し、AXIS License Managerにアップロードしてライセンスファイルを生成してからファイルをイン
ポートする必要があります。

1. AXIS Body Worn Managerで、[[SSeettttiinnggss ((設設定定)) ] > [[AAXXIISS BBooddyy WWoorrnn LLiivvee]] >> [[LLiicceennssee
((ラライイセセンンスス))]] に移動します。

2. [[AAdddd lliicceennsseess ((ラライイセセンンススのの追追加加))]] をクリックして、説明を展開します。
3. [[EExxppoorrtt ((エエククススポポーートト))]] をクリックして、システムファイルをPCに保存します。
4. AXIS License Manager にログインします。

5. AXIS License Managerで、システムファイルをアップロードします。手順については、
My SystemsユーザーマニュアルのLicense offline systems (オフラインシステムをライセン
スする) を参照してください。

6. サブスクリプションを開始するには、サブスクリプションの開始を参照してください。

AXIS Body Worn Live, Self Hosted

https://lm.mysystems.axis.com/
https://help.axis.com/my-systems#license-offline-systems
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https://help.axis.com/my-systems#start-a-subscription


8

7. ライセンスの購入については、ライセンスの購入を参照してください。
8. ライセンスキーの再発行については、ライセンスキーの再発行を参照してください。
9. [[SSyysstteemmss sseettuupp ((シシスステテムムのの設設定定))]] に移動して、システム名をクリックします。

10. [DDoowwnnllooaadd lliicceennssee ffiillee ((ラライイセセンンススフファァイイルルののダダウウンンロローードド))] をクリックします。
11. AXIS Body Worn Managerで、イインンポポーートトをクリックします。

AXIS Body Worn Live, Self Hosted
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システムの設定

APNの追加と割り当て

モバイルネットワークを利用してストリーミングを行う場合、一部の携帯電話会社では、装着式
システムにアクセスポイント名 (APN) を追加する必要がある場合があります。カメラで複数の携
帯電話会社のSIMカードを使用している場合（たとえば、複数の国で使用している場合など）、複
数のAPNを追加する必要がある場合があります。

システムにAPNを追加するには:

1. AXIS Body Worn Managerで、[SSeettttiinnggss ((設設定定)) >> CCaammeerraa ((カカメメララ)) >> MMoobbiillee nneettwwoorrkkss
((モモババイイルルネネッットトワワーークク))] に移動します。

2. [追追加加] をクリックします。
3. お使いの携帯電話会社が使用するアクセスポイント名を入力します。
4. このAPNをデフォルト設定にしたい場合は、[UUssee aass ddeeffaauulltt ((デデフフォォルルトトととししてて設設定定))] を選
択してください。

このデフォルトのAPNは新規のSIMカードに自動的に割り当てられますが、すでに使用中のSIM
カードには割り当てられません。すでに使用中のSIMカードについては、APNを手動で割り当てる
必要があります。

カメラに挿入されているSIMカードのAPNを手動で割り当てるか変更するには:

1. AXIS BodyWorn Managerで、CCaammeerraass ((カカメメララ)) に移動し、カメラをクリックします。

2. [AAcccceessss ppooiinntt nnaammee ((AAPPNN)) ((アアククセセススポポイインントト名名 ((AAPPNN))))] で、使用したいAPNを選択しま
す。

カメラプロファイルにAPNを割り当てるには:

1. In AXIS Body Worn Managerで、CCaammeerraa pprrooffiilleess ((カカメメララププロロフファァイイルル))]] に移動し、
リストからカメラプロファイルを選択します。

2. をクリックします。
3. このカメラプロファイルを使用するユーザーに割り当てるAPNを選択します。
4. DDoonnee ((完完了了)) をクリックします。

AXIS Body Worn Live, Self Hosted
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詳細情報

ライブビデオストリームを視聴するためのオプション

ビデオストリームを視聴するためのさまざまなオプションがあります：

• Milestone XProtect® や Airship AI などのビデオ管理ソフトウェアを介して、AXIS Body
Worn Live Self-hosted Serverアプリに接続します。このオプションでは、複数のクライアン
トがライブストリームを視聴できます。

• シンプルなウェブクライアントをウェブタイルとしてビデオ管理ソフトウェアに組み込み
ます。以下のURLをご利用ください: https://[live_self-hosted_server_device_
IP]/local/BodyWornLiveSelfHosted/index.html#/targets/[camera_MAC_
address]?compact。このオプションでは、ライブストリームを視聴できるクライアント
は1つだけです。

• ブラウザからAXIS BodyWorn Live セルフホストサーバーアプリに接続します。このオプ
ションでは、ライブストリームを視聴できるクライアントは1つだけです。

ライセンス

24時間の間にライブストリーミングが有効なカメラプロファイルを持つユーザーに割り当てられ
たカメラの数 (過去1週間の平均) によって、必要なAXIS Body Worn Liveライセンスの数が決まりま
す。

固定割り当てのカメラ割り当てを使用している場合でも、自己割り当てのカメラ割り当てを使用
している場合でも、ライセンスモデルは同じです。

使用するライセンスの数を最小限に抑えるために、ライブストリーミング専用のカメラプロファ
イルを用意することをお勧めします。

Axisの製品とサービスのライセンスの詳細については、My Systemsユーザーマニュアルを参照し
てください。

AXIS Body Worn Live, Self Hosted

https://help.axis.com/my-systems#manage-licenses
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日常的な使用

ライブストリームの開始

ライブストリームを開始するには、以下の手順に従います。

1. 装着式カメラの機能ボタンを2回押します。録画LEDが赤色に変わり、カメラのモデルに応
じて次のLEDが点灯します。
– Wi-Fi接続® LEDが黄色で点滅し始めます。

– が白に変わります。
2. カメラが接続を確立すると、カメラのモデルに応じて次のようになります：
– Wi-Fi接続® LEDが緑色で点滅し始めます。

– 青色になります。
3. カメラがストリーミングを開始すると、カメラのモデルに応じて次のようになります：
– Wi-Fi接続LEDが緑色に変わります。

– が緑色に変わります。

注
すでに録画済みかどうかに関係なく、ライブストリームを開始することができます。まだ録画
していない場合は、ライブストリームと同時に録画が開始されます。

AXIS Body Worn Live, Self Hosted
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トラブルシューティング

いくつかの問題のトラブルシューティングには、AXIS W102およびAXIS W120装着式カメラのトラ
ブルシューティングモードを使用できます。スイッチをオンにします：

1. AXIS Body Worn Managerで、[[AAdddd--oonn sseerrvviicceess ((アアドドオオンンササーービビスス)) ] >> [[AAXXIISS BBooddyy
WWoorrnn LLiivvee]] に移動します。

2. [[SSeellff--hhoosstteedd oovveerrvviieeww ((セセルルフフホホスストトオオーーババーービビュューー))]] で、[[SShhooww mmoorree ((ささららにに表表示示))]]
をクリックします。

3. トトララブブルルシシュューーテティィンンググモモーードドをを許許可可すするるをオンにします。
4. 装着式カメラでライブストリームを開始します。
5. トップボタンを2回押します。
次のページを表示するには、上部ボタンを1回押します。
トラブルシューティングモードを終了するには、上部ボタンを5秒間長押しします。

情報は次のようにページ別に配列されています：

ペペーージジ11：：
• システム時刻
• ネットワークステータス (NNEETT)
• Wi-Fiまたはモバイルネットワークモード (SSuubbmmooddee WWLLAANNまたはLLTTEE)
• 信号強度（dB）
• 接続ステータス

ペペーージジ22 -- WWii--FFii使使用用時時：：
• SSID
• 認証方法 (AAuutthh)
• カメラのIPv4アドレス
• 認証ステータス (スステテーータタスス)
• 接続されているアクセスポイントのMACアドレス

ペペーージジ22 -- モモババイイルルネネッットトワワーークク使使用用時時：：
• カメラのIPアドレス
• ローミング状態
• SIMの状態
• APN

ペペーージジ33：：
• カメラが使用するネームサーバ

ペペーージジ44：：
• AXIS Body Worn Live, Self Hosted サーバーデバイスのステータス (SSeerrvveerr)

• ビューワークライアントのステータス (PPeeeerr)
• エンドポイントクエリーからのレスポンスコード
• Live Self-hosted ServerデバイスのIPアドレス (SSiigg IIPP)

ペペーージジ55 –– MMQQTTTT接接続続状状態態：：
• MQTTブローカーへの接続状態 (MQTT)
• MQTTブローカーのIPアドレス

一般的な問題

問問題題:: ライブストリームがクライアントに表示されない。

AXIS Body Worn Live, Self Hosted
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現現象象 原原因因 解解決決策策

AXIS Body Worn Live, Self
Hostedにアクセスできない。

• ファイアウォールの問
題

• ポートフォワーディン
グの問題

• DMZルール
• プロキシーが必須

AXIS Body Worn Live, Self
Hostedにポート443経由でア
クセスできる場合は、
[[SSeettttiinnggss ((設設定定))]] >> [[HHeeaalltthh
((ヘヘルルスス))]] に移動し、[PPeerrffoorrmm
IICCEE sseellff--tteesstt ((IICCEEセセルルフフテテスス
トトのの実実行行))] をクリックしま
す。

それ以外の場合は、
PowerShellコマンドを使用し
て接続を確認します：

• Test-NetConnection
[IPv4 address] -ポート
8082

• Test-NetConnection
[IPv4 address] -ポート
3478

• Test-NetConnection
[IPv4アドレス] - ポート
8883

問問題題:: ライブビデオをストリーミングしようとすると、装着式カメラがリストに表示されない。

現現象象 原原因因 解解決決策策

トラブルシューティングモー
ドをオンにしても、Self
Hosted Serverデバイスに関す
る情報が表示されない。

カメラにはデバイスに接続す
るために必要な情報がありま
せん。

カメラをドッキングして、装
着式システムと同期します。

ボディ装着カメラがリストに
表示されません。

• ファイアウォールの問
題

• ポートフォワーディン
グの問題

• DMZルール
• プロキシーが必須

トラブルシューティングモー
ドをオンにして、カメラが
pingを試行できるネネッットトワワーー
ククテテスストトエエンンドドポポイインントトを
入力します。

証明書の有効期限が切れてい
る可能性があります。

カメラ、Self Hosted Serverデ
バイス、装着式システムの時
刻が同期していません。

1. カメラの時刻とSelf
Hosted Serverデバイス
および装着式システム
の時刻を確認し、比較
します。
カメラの時刻を確認す
るには、トラブル
シューティングモード
をオンにします。

2. カメラの時刻がデバイ
スやシステムの時刻と
異なる場合は、カメラ
をドッキングします。

3. AXIS Body Worn
Managerで、カメラに
RTCエラーがあるかど

AXIS Body Worn Live, Self Hosted
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うかを確認します。ｴﾗｰ
がある場合、AXISのサ
ポートに連絡してくだ
さい。

4. RTCエラーがない場合
は、システムコント
ローラーとSelf Hosted
ServerデバイスにNTP
サーバーを設定して時
間を同期させます。

5. 設定をやり直します。

証明書の有効期限が切れてい
ます。

AXIS BodyWorn Managerで証
明書を更新し、設定をやり直
してください。

カメラとSelf Hosted Serverデ
バイス間に証明書の不一致が
あります。

AXIS Body Worn Live, Self
Hostedのログファイルとシス
テムレポートに、不一致のエ
ラーがないか確認します。エ
ラーがある場合は、カメラを
ドッキングして設定をやり直
してください。

AXIS Body Worn Liveのライセ
ンスが失効している可能性が
あります。

ライセンスの有効期限が切れ
ています。

ライセンスを更新してくださ
い。

トラブルシューティングモー
ドをオンにすると、シシググナナリリ
ンンググ IIPP ががあありりまませせんんと表示さ
れます。

DNS設定が間違っています。 DNS設定を確認してくださ
い。

問問題題:: 装着式カメラはリストに表示されるが、ストリーミングできない。

現現象象 原原因因 解解決決策策

デデババイイススとと通通信信ででききまませせんんと
いうメッセージが表示されま
す。

全ICの候補に失敗しました。 Chromeの chrome://
webrtc-internals/、また
はFirefoxの about:webrtcを
使用して、ネットワークイン
フラストラクチャーを改善し
てください。

ビデオのレンダリングが非常
に悪くなっています。ビデオ
クライアントの情報ボタンを
クリックすると、ビットレー
トが360pでは2.5 Mbps未満、
720pでは8 Mbps未満になりま
す。

UDPパケットがドロップされ
ます。

ネットワークインフラストラ
クチャーを改善して、スルー
プットを向上させます。1台の
カメラをシミュレートし、
UDPスループットを確認する
コマンドの例:

• iperf3.exe -サーバー
• iperf3.exe –クライアン
ト SERVER_IP –udp
–ビットレート 8M -時
間 30 –長さ 1460

ビデオのレンダリングが非常
に悪くなっています。ビデオ
クライアントの情報ボタンを
クリックすると、リレーモー
ドが使用されます。

ピアツーピアストリーミング
の代わりにTURNが使用されま
す。

AXIS Body Worn Live, Self Hosted
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Wi-Fi問題

問問題題:装着式カメラがWi-Fiネットワークに接続されません。

現現象象 原原因因 解解決決策策

トラブルシューティングモー
ドをオンにすると、カメラに
はIPv4アドレスが割り当てら
れません。

アクセスポイントで、
WPA2™/WPA3™が許可されて
いません。

アクセスポイントでWPA2/
WPA3を有効にしてください。

Wi-Fiネットワークのパスワー
ドが間違っています。

AXIS BodyWorn Managerまた
はAXIS BodyWorn Assistant
で、正しいパスワードを入力
します。

トラブルシューティングモー
ドをオンにすると、認証され
ていないというメッセージが
カメラに表示される。

Wi-Fiがこのカメラでは対応し
ていない802.1X (WPA-EAP-
TLS) を使用している。

WPA2-Personal/PSK または
WPA3-Personal を使用してく
ださい。

Wi-Fiにカメラをブロックする
MACフィルターが設定されて
いる。

フィルターでカメラのMACア
ドレスを許可してください。

Wi-Fiネットワークのパスワー
ドが間違っています。 [SSeettttiinnggss ((設設定定)) >>

CCaammeerraa ((カカメメララ))>> WWii--FFii
nneettwwoorrkkss ((WWii--FFiiネネッットトワワーー
クク))] のAXIS Body Worn
Managerで、Wi-Fiのパスワー
ドを確認してください同じパ
スワードを使用して、別のデ
バイスを同じネットワークに
接続してみてください。

トラブルシューティングモー
ドをオンにすると、サブモー
ドは LLTTEE になります。

カメラの中にSIMカードが入っ
ています。

カメラをオフにして、SIMカー
ドを取り外します。

トラブルシューティングモー
ドをオンにすると、アクセス
ポイントにはMACアドレスが
割り当てられません。

ネットワーク名 (SSID) が正し
くありません。

正しいSSIDを入力します。

カメラのディスプレイには
と表示されます。

カメラがWi-Fiアクセスポイン
トから遠すぎます。

カメラをアクセスポイントに
近づけて使用してください。

装着式カメラがWi-Fi®ネット
ワークに接続しません。Wi-Fi
接続LEDが赤色に点灯します/
Wi-Fi警告が表示されます:

カメラ装着者にワイヤレス
ネットワークが割り当てられ
ていません。

を参照してください。

カメラが30日以上ドッキング
されていません。セキュリ
ティ上の理由から、AXIS Body
Worn Liveでは少なくとも30日
ごとにカメラをドッキングす
る必要があり、ライブスト
リームは30日の間隔内にカメ
ラをドッキングした場合にの
み機能します。

カメラをドッキングして証明
書を更新します。

Wi-Fi ネットワークのネット
ワーク名 (SSID) またはパス [[SSeettttiinnggss ((設設定定)) >>

CCaammeerraa((カカメメララ)) >> WWii--FFii

AXIS Body Worn Live, Self Hosted
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ワードが間違っているか、設
定されていません。

nneettwwoorrkkss ((WWii--FFiiネネッットトワワーー
クク))]] のAXIS Body Worn
Managerで、正しいSSIDとパ
スワードを入力してくださ
い。

Wi-FiネットワークがWPA2か
らWPA3にアップグレードされ
ました。

AXIS Body Worn Managerで、
Wi-Fi ネットワークのパスワー
ドを再入力してください。

AXIS W100およびAXIS W101
Body Worn Cameraは2.4 GHz
ワイヤレスネットワークのみ
サポートします。

ワイヤレスネットワークで
2.4 GHzの周波数帯域が使用さ
れていることを確認してくだ
さい。多くのスマートフォン
では、デフォルトで5 GHz周波
数帯域が使用されます。モバ
イルホットスポットに接続す
る場合は、スマートフォンの
設定に移動し、2.4 GHz周波
数帯域を有効にする必要があ
ります。

モバイルネットワークの問題

問問題題:装着式カメラがモバイルネットワークに接続されません。

現現象象 原原因因 解解決決策策

トラブルシューティングモー
ドをオンにすると、サブモー
ドはWWLLAANNになります。

カメラの中にSIMカードが入っ
ていません。

カメラをオフにして、SIMカー
ドを挿入します。

AXIS BodyWorn Managerで、
SIMカードの状態が不不明明で
す。

SIMカードに互換性がありませ
ん。

携帯電話会社のサポートに問
い合わせるか、別のSIMカード
を試してみてください。

モバイルネットワーク経由で
ビデオをストリームできませ
ん/モバイルネットワークの警
告が表示されます:

カメラの電源がオンになって
いてドッキングされていない
ときにSIMカードが交換されま
した。

カメラをドッキングします。

カメラが、携帯電話会社ネッ
ト携帯電話事業者によって有
効化されていません。

1. AXIS BodyWorn
Managerで、CCaammeerraass

((カカメメララ)) に移動
し、カメラをクリック
して、カメラの国際移
動体装置識別 (IMEI) 番
号を確認します。

2. IMEIがブロックされて
いないか、imeicheck.
comなどで確認してく
ださい。

3. IMEIがブロックされて
いる場合は、携帯電話
会社に連絡して許可す
るよう依頼してくださ
い。

AXIS Body Worn Live, Self Hosted
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SIMカードのPINが間違ってい
るか、入力されていません。

AXIS BodyWorn Managerで、

CCaammeerraass ((カカメメララ)) に移動
し、カメラをクリックしま
す。正しいPINを入力します。

モバイルネットワークとイン
ターネットをつなぐゲート
ウェイとして、携帯電話会社
が指定するアクセスポイント
名 (APN) を入力する必要があ
ります。

1. AXIS Body Worn
ManagerにAPNを追加
するには、[SSeettttiinnggss

((設設定定)) >> CCaammeerraa
((カカメメララ)) >> MMoobbiillee
nneettwwoorrkkss ((モモババイイルル
ネネッットトワワーークク))] に移動
します。

2. [追追加加] をクリックしま
す。

3. ネットワークプロバイ
ダーが使用するアクセ
スポイント名を入力し
ます。

4. カメラのSIMカードに
APNを割り当てるに
は、[CCaammeerraass ((カカメメララ))

] に移動し、該当の
カメラをクリックしま
す。

5. [AAcccceessss ppooiinntt nnaammee
((AAPPNN)) ((アアククセセススポポイインン
トト名名 ((AAPPNN))))] で、正し
いAPNを選択してくだ
さい。

SIMカードが破損しています。 SIMカードを交換してくださ
い。

カメラをドッキングすると、
AXIS BodyWorn Managerで
SIMカードがロックされている
というアラートが表示されま
す。

SIMカードがロックされていま
す。

PUKコードを使用して新しい
PINを設定します。

カメラをドッキングすると、
AXIS Body Worn Managerに
SIM PINが間違っているか、ま
たはSIM PINが見つからないと
いうアラートが表示されま
す。

SIMカードのPINが間違ってい
るか、入力されていません。

AXIS BodyWorn Managerで、

CCaammeerraass ((カカメメララ)) に移動
し、カメラをクリックしま
す。正しいPINを入力します。

カメラディスプレイに表示
されません。

この携帯電話会社は、このカ
メラが対応しているLTE帯域の
いずれにも対応していませ
ん。

カメラのデータシートに記載
されているLTE帯域を携帯電話
会社の帯域幅と見比べて確認
してください。

カメラが無線用マストから遠
すぎます。

カメラを無線用マストに近づ
けて使用してください。

トラブルシューティングモー
ドをオンにすると、カメラに

モバイルネットワークとイン
ターネットをつなぐゲート

1. AXIS Body Worn
ManagerにAPNを追加

AXIS Body Worn Live, Self Hosted



18

はIPv4アドレスが割り当てら
れず、APNも表示されませ
ん。

ウェイとして、携帯電話会社
が指定するアクセスポイント
名 (APN) を入力する必要があ
ります。

するには、[SSeettttiinnggss

((設設定定)) >> CCaammeerraa
((カカメメララ)) >> MMoobbiillee
nneettwwoorrkkss ((モモババイイルル
ネネッットトワワーークク))] に移動
します。

2. [追追加加] をクリックしま
す。

3. ネットワークプロバイ
ダーが使用するアクセ
スポイント名を入力し
ます。

4. カメラのSIMカードに
APNを割り当てるに
は、[CCaammeerraass ((カカメメララ))

] に移動し、該当の
カメラをクリックしま
す。

5. [AAcccceessss ppooiinntt nnaammee
((AAPPNN)) ((アアククセセススポポイインン
トト名名 ((AAPPNN))))] で、正し
いAPNを選択してくだ
さい。

トラブルシューティングモー
ドをオンにすると、カメラに
はIPv4アドレスが割り当てら
れず、ローミングが無効にな
ります。

モバイルネットワークサブス
クリプションでローミングが
無効になっています。

1. カメラをドッキングし
ます。

2. モバイルネットワーク
サブスクリプションで
ローミングを有効にし
ます。

トラブルシューティングモー
ドをオンにすると、カメラに
IPv4アドレスが割り当てられ
ます。

データ転送に対するクレジッ
トがもうありません。

携帯電話会社にお問い合わせ
ください。

トラブルシューティングモー
ドをオンにすると、接続状態
がIICCCCIIDD__EEMMPPTTYYになる。

カメラの中にSIMカードが入っ
ていない。

SIMカードを挿入してくださ
い。

トラブルシューティングモー
ドをオンにすると、サブモー
ドがIICCCCIIDD__MMIISSMMAATTCCHHにな
る。

カメラに挿入されているSIM
カードがシステムに登録され
ているSIMカードと一致しな
い。

カメラをドッキングします。

AXIS Body Worn Live, Self Hosted
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